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新学習指導要領「情報の科学」において「情報通信ネットワークと問題解決」とし、年度末に１５時間の

総合的な実習を行った。ここでは、従来の情報Ａと比較しながら、どのように問題解決実習を進めてきた

かを簡単に報告するとともに、そこから見えてきた問題解決学習への取り組みの変化について述べる。 

 

1. はじめに 
筆者の勤務校である東京都立町田高等学校（以

下「本校」という）では、旧課程時の１学年に「情

報A」を、新課程の現在では「情報の科学」を２

単位設置している。この稿では、旧課程時「情報

A」と現在の「情報の科学」それぞれで実施した問

題解決学習を比較することを通して、特に学年末

に行う「グループで行う問題解決学習」がどのよ

うに変化したのか、ということを簡単に述べる。 

 

2. 「情報A」における問題解決 

2.1 年間の構成 

情報A実施時における問題解決学習の年間構成

を図１に示す。情報A自体が、日常的な学習課題

を題材とし、情報活用の実践力を切り口に学習を

進めていく科目であったため、問題解決学習に関

しても、身近な問題を中心に配置した。具体的に

は「問題の発見」「問題の分析」「解明・解決法の

考案」「プロジェクト形式Ⅰ」「プロジェクト形式

Ⅱ」という形式で、順序性を意識しステップアッ

プしつつスパイラル方式となるように構成した。 

 

図１ 「情報A」における問題解決学習構成 

2.2 情報Aでの「総合実習」 

情報Aでの問題解決学習は、情報機器を積極的

に用いるということが中心の１つであったため、

「問題の発見」「分析」「解決方法の考案」や、実

際の「プロジェクト学習」の過程で積極的に情報

応機器を活用できるように配慮し、年度末の総合

実習時には、ほとんどの生徒が大きな不自由なく

情報機器を活用できるようになっていた。また、

問題解決に必要なそれぞれの場面について、あえ

て意識しながら行うことを通じて、「事実（現象）」

「想像（原因）」「解決策」「実践」という流れをイ

メージできたのは、論理的思考力を養う上で大き

かったと考える。また、プロジェクト形式の実習

を２回行うことで１回目の失敗を2回目の実習に

生かすことができ、PDCAの実践にもつなげられ

たのでは、とも考えている。 

特に、年度末の「総合実習」では、グループで

テーマを自由に決め、それについて情報機器を活

用しながら研究するスタイルであり、生徒は「身

近な疑問」を「解明」するために、アンケートや

インタビュー、実験、実地踏査などを積極的に行

い、非常に楽しそうに実習を行っていた。テーマ

自体に制限がなかったため、「総合的な学習」のよ

うな位置づけにもとらえられがちであったが、「情

報機器を意識的に使い」「必ず最後にスライドを用

いて、全体にプレゼンテーションを行う」という

「縛り」をつけることで、情報の授業としてとら

えていた形であった。 

 

3. 「情報の科学」における問題解決 
3.1 年間の構成 

情報の科学における問題解決学習の年間構成を

図２に示す。「情報の科学」になると、その学習内

容からもわかるように、「問題解決」や「問題解決

の進め方」そのものについて多くの時間が配当さ

れるようになる。そのため、授業も、「問題」その

もののとらえ方や、「解決する」ということ、問題

を明確化する重要性や、そのための手法などにつ

いても学習する。グラフ、図解なども、情報Aで

は「情報伝達の工夫」という切り口であったが、

情報の科学では「問題解決のための情報分析」と

いう切り口のもと、再構成されている。 



特に本校では、問題解決そのものを学習する「意

義」「発想法」「アイデア整理」などに４時間を配

当しているところが特徴的であり、それは、本校

の生徒に、「思考力・判断力・表現力」を養うため

のより本質的な力を身につけて欲しい、という期

待があるからである。 

 

図２ 「情報の科学」における問題解決学習構成 

3.2 グループで行う問題解決学習 

3.1 に示したような背景があるため、年度末に

行ったプロジェクト学習についても、情報Aのそ

のものとはかなり違った展開となった。各場面に

おける生徒の様子やその指導内容について、簡単

に触れていきたい。 

 テーマと予備調査 

情報の科学では、「情報技術を社会に役立てる」

というメインテーマを設定し、これに対応するサ

ブテーマを各グループで決める設定とした。情報

Aのような「身近な疑問」の場合は、それを解明

することがテーマそのものになるので、テーマ決

めにそれほど時間をかけなくてもよかったが、今

回のようなサブテーマ方式の場合、まずどのよう

に手をつけていって良いかがわからない、という

グループがいくつか出てきた。ましてや、「情報技

術」や「社会」に関する知識も十分でない状況が

あるため、結果的に生徒は、テーマ決めの際「予

備調査」が不可欠な状況となった。 

情報の科学では「問題解決」を前面に出してい

るため、そこに「問題」、即ち「理想と現実とのギ

ャップ」が必要になる。そのため、サブテーマ決

定に際しては、まずは「理想」と「現実」をとら

え、それを明確化させる所からスタートさせた。

行き詰まっているグループには、今現在困ってい

ることをブレーンストーミングで挙げさせ、情報

技術を用いて何とか解決できないか、といった切

り口を与えて考えさせた。理想と現実の対比を作

らせながら、明確化させていく、というここの部

分に一番時間がかかり、またこれが実習の成否に

大きく関わることであることを指摘しておきたい。 

 本調査と情報収集 

予備調査でテーマの設定や実現可能性を下調べ

したあと、本調査として、本格的なネットでの調

査やアンケート、インタビューや、実地調査が行

われた。調査については情報Aの時と同様、生徒

に「単に調べただけ」ではなく、自分たち自身し

か得られない、オリジナルな意見を十分取り入れ

るように指導した。そのためには、自分たちで一

次情報を得られるように、アンケート実習などの

学習が不可欠であることも触れておきたい。 

 解決策の「提案」と「根拠」 

「情報技術を社会に役立てる」というメインテ

ーマから派生したサブテーマでは、自分たちが考

えた「理想」と「現実」を埋める手立ては、スケ

ールが大きすぎて、まず実行できないであろうこ

とが推測できる。そのため、そのようなグループ

に関しては、積極的に自分たちの「提案」をさせ

るようにした。そのため、今までは「オリジナリ

ティ」や「フィールドワーク」が評価の大きな要

素の１つであったが、情報の科学に移行してから

は、「問題点の明確化」や「解決策の合理性」「説

得力のある根拠」「論理性」などが大きな要素とな

った。 

 

4. まとめと課題 

このように、年度末の大きなプロジェクト学習

として見ると、時間数もほぼ同じ、単に「メイン

テーマがついただけ」のように見え、それほど大

きな変化があったようには見えにくいが、「問題解

決学習」を前面から捕らえて年間を構成し、その

集大成としての大きな実習であるために、自ずと

そこに求められるものが変わってきている様子が

おわかりいただけるかと思う。 

また、情報の科学もまだ１年間を終えたばかり

であり、メインテーマについても、さらに効果的

なものも考えていく必要があるとも考えている。 

ここでは紙面の都合上、内容的なことについて

は十分に触れられず、非常に心残りであるが、変

遷や概要を把握していただくとともに、参考サイ

トや当日の発表等で補足することができたら、と

思っている。 
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